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	学校だより
	嬉野市立轟小学校 学校教育目標 　　　　　　　　　　　　　 ～自ら学び、「ミライ」をつくる～
	しいば川
	みんながつくる みんなの学校
	第1号 202６（R８）.４.７　文責：校長 北村 英
	2026(令和８)年度がスタートしました
	　新年度が始まりました。お子様のご進級、心よりお祝い申し上げます。 　本年度、本校はこれまでの実践を大切にしながらも、これからの時代に本当に必要な学びとは何かを問い直し、教育の質を一段と高めていく年にしてまいります。 　これからの社会は、正解のない問いに向き合い続ける時代です。知識を覚えるだけではなく、自ら考え、判断し、行動する力、そして多様な他者と協働しながら新しい価値を生み出す力が求められています。そのため、本校では授業のあり方を見直し、「一人一人が主体となる学び」への転換を進めていきます。具体的には、子どもが自ら問いをもち、対話し、試行錯誤しながら学びを深める授業づくりを推進します。また、個々の理解や興味に応じた学びの充実を図り、「わかる喜び」「できる実感」をすべての子どもに保障していきます。 　こうした改革は、決して簡単なものではありません。しかし、子どもたちの未来を見据えたとき、今、学校が変わることは避けて通れない責任であると考えています。教職員一同、同じ方向を向き、挑戦を続けてまいります。同時に、子どもたちが安心して挑戦できる環境づくりを何よりも大切にしていきます。失敗を恐れず、一歩踏み出せる学校であること、それがすべての学びの土台となるからです。保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力なくして、この改革は成し得ません。本校の取組に対し、温かく見守り、ともに支えていただければ幸いです。子どもたちの未来のために、学校は変わり続けます。本年度もどうぞよろしくお願いいたします。

	８名が転入！どうぞよろしくお願いします
	　本日、８人の赴任者と子どもたちとの出会いの式「赴任式」 を行いました。子どもたちのキラキラしたまなざしと大きな拍手で迎えられ、一人ずつ全校児童に向けてあいさつを行い、これからの意気込みを語りました。その後、子どもたちが校歌を元気に歌いました。子どもたちの元気な歌声を聞き、轟小学校の子どもたちのためにしっかりと力を尽くしていかなければならないと、気持ちを新たにしていました。保護者の皆さま、地域の皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。
	学校ホームページ掲載用では、 職員の氏名等 の掲載は 控えさせていただいております。

	2026年度 轟小学校スタッフ
	　本年度は、このスタッフで教育活動を展開してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
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